
国際農林水産業研究成果情報（令和 4 年度）  B06（分類：研究） 

  国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター        

ミャンマー南部ミエック近海における食用熱帯カキの産卵期 
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背景・ねらい                
ミャンマーにおけるカキ養殖研究は 1970 年代に開始さ

れたものの、商業的なカキ養殖技術はまだ確立されてい
ない。カキ養殖に用いる種貝の確保は、天然採苗の場
合、沿岸域における稚貝の天然発生量に依存する。こ
れは現地の気候や沿岸環境、カキの性成熟と密接に関
係するため、対象とする地域の環境と養殖対象種の産
卵期間の関係を明らかにする必要がある。冬季と夏季
の水温が大きく変化する温帯域では、水温が上昇する
夏季に年１回産卵する種が多いが、１年中高水温で
ある熱帯域では周年産卵することが多い。しかし産卵個
体の割合には季節変化がある。主な産卵期は年 1 回、
２回、３回などが報告されており、同じ種でも地域によ
って時期が異なることがある。産卵には塩分が関係する
との報告があり、年２回の雨季と乾季の移行期に主な
産卵期がある例も複数知られている。本研究ではミャン
マー南部に位置するミエック近海（図 1）に生息する食
用熱帯カキ（Crassostrea belcheri）（図 2）の養殖
産業化を目指し、本種の天然成貝を定期的に入手して
性成熟サイクルを組織学的に検討することで、適切な天
然採苗時期を特定する。 

 

成果の内容・特徴             
1. 現地の気候は明瞭な乾季と雨季がある熱帯モンスー
ン気候で、雨季の降水量が著しく多く、2018年 8月の
月間降水量は 1400 mm 以上に達する。調査期間で
は 2017 年は 9～10 月、2018 年は 6～9 月に月間降
水量が 400 ㎜を上回り、その時期が雨季と見られる
（図 3a）。 

2. 2017～2018年にほぼ毎月、ミャンマー南部に位置する
ミエック市の市場から入手した 12～20 個体の食用熱
帯カキの生殖腺組織切片を光学顕微鏡で観察して
成熟段階を調べた。多数の卵細胞または精子が生殖
腺内に見られる成熟期～放出期に達する個体は周
年観察されるが、その盛期は主に 10～11月と 4～5月
である（図 3b,c）。 

3. ミエック近海の食用熱帯カキは乾季から雨季、および
雨季から乾季への移行期に主に産卵する。 

 

成果の活用面・留意点           
1. ミエック近海に生息する食用熱帯カキの産卵盛期は
乾季から雨季、雨季から乾季への移行期の年 2 回あ
る。同時期に海域に採苗器を設置することで天然採
苗の効率化が期待できる。 

2. 生殖サイクルと現地の気象情報との関係から、気象
情報に基づく熱帯カキの産卵期推定が可能であり、
海域への採苗器の投入時期も推定可能である。 

3. 雨季は淡水流入による低塩分化などで、雨季前に
加入した稚貝の生残や成長が妨げられる。漁業者に
よる食用熱帯カキの効率的な天然採苗が実施可能
になるためには、年２回の産卵盛期後の生残率や成
長速度についても研究を進める必要がある。 
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ミャンマー南部に位置するミエックの近海では、食用熱帯カキは周年成熟しているが、10～11 月と 4～5月に主な
産卵期がある。食用熱帯カキの天然採苗をこれらの時期に行うことで、採苗の効率化が期待できる。 
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図 1 研究対象地域 
研究対象としたミエックはミャンマー最南部沿岸に
位置する。ミエックの南側にあるペダイン村では近
隣のマングローブ水路（概ね点線で囲まれた範
囲）から食用熱帯カキを漁獲しており、これらのカ
キはミエック市内で周年売られている。 

図 3 ミエックの月別降水量（a）と食
用熱帯カキの性成熟サイクルグラフ
（b, 雌；c, 雄） 
雨季の長さは年によってやや異なる。放出期
（放卵・放精中）の生殖腺の割合は雨季と
乾季の移行期である 10 月と 5 月に高い。nd: 
欠測月。 

図は Khin-May-Chit-Maung et al. (2023) より引用（転載・改変許諾済） 

(a) 図 2 食用熱帯カキの外観(a)と 
殻の内部(b) 
矢印は生殖腺の位置を示す。 

(b) 


